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セ
ル
ビ
ア
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽

「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
」

は
じ
め
に

-
．
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
と
は

二
．
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
の
概
観

三
．
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
に
お
け
る
テ
レ
ビ
局
と
音
楽
事
務
所

三
I
-

．
国
営
放
送
局
R
T
S
と
初
期
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

三
ー
ニ
．
民
放
局
ピ
ン
ク
と
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

三
ー
―
-
「
音
楽
事
務
所
グ
ラ
ン
ド
と
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

四
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
排
除
の
動
き
と
変
容
の
循
環
性

四
I

-

．
一
九
九
五
年
こ
文
化
省
に
よ
る
「
反
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」

四
I

-

|

-

．
「
反
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
影
響

四
ー
ニ
．
二

0
0
九
年
；
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
か
ら

の
解
放
」
宣
言

四
ー
ニ
l

-

．
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
か
ら
の
解
放
」
の
影
響

お
わ
り
に

一
九
九
一

1
九
九
年
）
の
さ
な
か
、
同

の
発
展
と
音
楽
産
業
の
展
開

{
l
)
 

一
九
九

0
年
代
半
ば
に
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
」

(
t
u
r
b
o
,
 
f
o
l
k
)

と
呼
ば
れ
る

民
俗
音
楽
調
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
、
西
欧
と
ト
ル
コ
に
挟
ま
れ
た
バ
ル
カ
ン

半
島
の
一
国
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
で
成
立
し
て
か
ら
、
す
で
に
四
半
世
紀
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
。
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
と
は
、

セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
バ
ル
カ
ン
地

域
の
民
俗
音
楽
を
特
徴
づ
け
る
多
様
な
音
楽
要
素
が
、
欧
米
で
発
祥
し
た
ダ
ン

ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
融
合
し
て
生
じ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
で
あ
る
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
（
以
下
旧
ユ
ー
ゴ
）
の
崩
壊
を

も
た
ら
し
た
民
族
紛
争
（
ユ
ー
ゴ
紛
争
。

連
邦
の
一
構
成
国
で
あ
っ
た
セ
ル
ビ
ア
が
、
国
連
に
よ
る
経
済
制
裁
(
-
九
九
二

ー
九
五
年
）
を
受
け
、
国
際
的
な
孤
立
状
態
と
混
乱
し
た
政
治
経
済
環
境
に
置

か
れ
て
い
た
時
代
に
、

そ
の
一
方
で
、

は
じ
め
に

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
興
隆
し
、
瞬
く
間
に
同
国
の
音
楽

市
場
と
放
送
メ
デ
ィ
ア
を
席
巻
し
た
。

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
成
立
当
初
か
ら
、
「
キ
ッ
チ
ュ
で
ト
ラ

上

畑

史
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りヽ ッ
シ
ュ
」

(
k
i
c

i

笞
nd.
「
紛
い
も
の
で
価
値
の
な
い
も
の
」
の
意
。
）
な
音
楽
・
文

化
で
あ
る
と
し
て
、
知
識
層
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
激
し
く
批
判
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
批
判
」
の
理
由
は
、
そ
の
正
否
は
別
と
し
て
、

①
非
セ
ル
ビ
ア
的
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
」
な
音
楽
的
特
徴
、
②
直
戟
的
で
扇
情

的
な
歌
詞
と
視
覚
表
象
、
③
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
大
衆
文
化
席
巻
に
起
因
す
る

芸
術
文
化
の
衰
退
、
④
九

0
年
代
に
民
族
主
義
を
扇
動
し
た
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ

(2-）
 

チ
大
統
領
や
反
社
会
勢
力
と
音
楽
業
界
と
の
人
的
繋
が
り
、
以
上
の
四
点
に
集

約
で
き
る
。
な
お
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
批
判
に
関
し
て
は
、
二

0
0
0年
代
以

降
、
セ
ル
ビ
ア
内
外
の
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
言
説
分
析
が
な
さ
れ
て
お

(
3
)
 

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

先
行
研
究
で
は
、
テ
レ
ビ
局
が
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
急
速
な
拡
大
を
可
能
に

し
た
、
と
ほ
ぽ
一
貫
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
に
関
す

る
分
析
は
、
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
本
論
の
前
半
で
は
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産

業
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
テ
レ
ビ
局
二
社
と
音
楽

事
務
所
一
社
に
着
目
し
、
同
産
業
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
者
の
参
与
の
実
態
と
役

割
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
上
で
本
論
の
後
半
で
は
、

高
ま
り
を
背
景
と
し
た
三
者
の
動
向
と
、
こ
の
音
楽
・
文
化
の
通
時
的
な
様
態

と
の
相
関
に
着
目
し
、

を
解
明
す
る
。

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
批
判
の

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
か

（図 1) ダンス・ミュージックとクラプ・カルチャーの影

響を反映した、当時のターボフォークのCDジャケ

ット
(6) 

代
初
頭
に
か
け
て
新
た
な
若
者
文
化
と
し
て
欧
米
で
輿
隆
し
た
ク
ラ
ブ
・
カ
ル

チ
ャ
ー
と
、
こ
れ
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
テ
ク
ノ
や
ハ
ウ
ス
な
ど
の
ダ
ン
ス
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
セ
ル
ビ
ア
に
も
波
及
し
、
同
国
の
若
者
が
見
よ
う
見
ま
ね
で

(
5
)
 

自
ら
制
作
し
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
芽
吹
い
た
。

術
革
新
と
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。

一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
九

0
年

本
題
に
入
る
前
に
、
本
節
で
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
成
立
・
音
楽
・
文
化
の
概

要
を
、
ま
た
次
節
で
音
楽
産
業
の
全
体
像
を
確
認
し
て
お
く
。

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
成
立
は
、
世
界
規
模
で
進
展
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
と
は
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イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。

民
族
的
帰
属
を
問
題
視
し
て
き
た
。
近
代
以
降
セ
ル
ビ
ア
で
は
、
十
九
世
紀
中

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
し
て
急
速
に
発
展
・
定
着
し
た
。

こ
の
音
楽
の
形
成
は
、
音
楽
機
材
の
進
歩
に
よ
っ
て
も
促
進
さ
れ
た
。
音
楽

制
作
に
サ
ン
プ
ラ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
導
入
さ
れ
、
音
源
の
再
現
・
編
集
技
術
が
飛

躍
的
に
向
上
し
た
か
ら
で
あ
る
。
九

0
年
代
半
ば
以
降
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は

テ
レ
ビ
放
送
を
は
じ
め
大
衆
文
化
全
体
を
席
巻
す
る
よ
う
に
な
り
、
主
流
の
ポ

音
楽
と
し
て
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
実
に
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
が
、
基
本

的
に
は
欧
米
由
来
の
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
に
、
地
域
的
な
音
楽

(
7
)
 

要
素
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
に
重
ね
て
い
く
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
音
楽
要
素
と

は
王
に
①
セ
ル
ビ
ア
が
位
置
す
る
バ
ル
カ
ン
半
島
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
で
共

(
8
)
 

有
さ
れ
て
き
た
民
俗
楽
器
あ
る
い
は
民
俗
的
な
楽
器
と
し
て
定
着
し
た
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の
西
洋
楽
器
の
音
色
、
②
過
度
な
ト
リ
ル
、

③
西
洋
音
楽
に
お
い
て
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
的
特
徴
と
さ
れ
る
増
二
度
音
程

(
9
)
 

や
微
分
音
を
含
む
音
階
、
④
メ
リ
ス
マ
的
な
歌
唱
で
あ
る
。

二
0
世
紀
を
通
じ
て
知
識
人
ら
は
、
と
り
わ
け
③
と
④
を
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）

や
隣
国
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
か
つ
て
の
支
配
者
「
ト
ル
コ
人
」
に
帰
し
、
そ
の

薬
ま
で
同
地
を
支
配
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
抵
抗
と
い
う
物
語
に
よ
っ
て
、

民
族
的
記
憶
が
形
成
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
要
素
を
自

民
族
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
、

だ
が
、

セ
ル
ビ
ア
人
の
民
族
的
ア

セ
ル
ビ
ア
で
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
要
素
は
、
多
民
族
が
行
き
交

世
界
中
で
み
ら
れ
る
一
般
的
な
音
楽
業
界
と
同
様
に
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の

ボ
フ
ォ
ー
ク
ま
で
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
知
識
層
の
否
定
的
な
見
方
と

う
都
市
部
の
酒
場
で
古
く
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
娯
楽
的
な
性
質
を
も
つ
民
俗
音

楽
の
特
色
と
し
て
も
知
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
特
色
は
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
成
立
し
た
民
俗
音
楽
調
の
大
衆
音
楽
「
新
作
曲
民
謡
」
を
経
て
、

た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
新
旧
の
音
楽
が
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
、

ラ
ー
音
楽
と
な
っ
た
。

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
の
概
観

タ
ー

は
対
照
的
に
、
大
衆
は
長
き
に
渡
っ
て
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
に
親
し
ん
で
き

九

0
年
代
半
ば
に
セ
ル
ビ
ア
の
若
者
に
よ
る
自
己
表
現
の
一
形
態
で
あ
っ
た

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
、
こ
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
要
素
を
取
り
込
む
こ
と
に

フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
新
作
曲
民
謡
の
旧
世

代
の
歌
手
も
こ
の
新
た
な
流
行
を
取
り
入
れ
、
若
い
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
っ

タ
ー
ボ
フ

ォ
ー
ク
は
幅
広
い
世
代
に
受
容
さ
れ
る
音
楽
と
し
て
生
成
さ
れ
、
テ
レ
ビ
放
送

や
ク
ラ
プ
に
お
い
て
受
容
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
新
作
曲
民
謡
が
不
可
欠
と
な

っ
て
い
た
結
婚
式
や
新
年
等
の
慶
事
の
機
会
に
も
聴
か
れ
る
国
民
的
な
ポ
ピ
ュ

場
合
も
、
実
演
者
で
あ
る
歌
手
・
演
奏
家
、
楽
曲
を
制
作
す
る
作
詞
家
・
作
曲

家
・
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
歌
手
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
音
楽
事
務
所
、
音
楽
ソ

フ
ト
を
制
作
し
流
通
さ
せ
る
レ
コ
ー
ド
会
社
、
著
作
権
管
理
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
音
楽
出
版
社
か
ら
成
る
。
ま
た
、
音
楽
産
業
全
体
を
視
野
に
入
れ
る

29 



動
か
ら
莫
大
な
収
益
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

レ
ビ
業
界
に
参
入
し
て
い
た
。

と
、
上
演
や
二
次
使
用
に
係
る
放
送
局
と
、
ク
ラ
プ
を
中
心
と
し
た
音
楽
会
場
、

p
 :>
(
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ
オ
）
を
制
作
す
る
映
像
製
作
会
社
も
含
ま
れ
る
。

だ
が
セ
ル
ビ
ア
で
は
、
テ
レ
ビ
局
あ
る
い
は
音
楽
事
務
所
が
親
会
社
と
な
っ

て
、
音
楽
出
版
業
務
も
行
う
レ
コ
ー
ド
会
社
を
擁
す
る
業
態
が
一
般
化
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
企
業
が
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
業
界
で
独
占
的
な
地
位
を
占
め
て
き

た
。
そ
れ
ら
が
、
本
論
で
分
析
対
象
と
す
る
国
営
放
送
局
の
R
T
S
(
R
a
d
i
o,
 

televizija 
Srbije. 
一
九
二
九
年
1
)
、
民
放
局
の
ピ
ン
ク

(
R
T
V
Pink. 
一
九
九
四

年
1
)
、
音
楽
事
務
所
の
グ
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
グ
ラ
ン
ド
。

G
r
a
n
d

produkcija. 
一
九
九
八
年
1
)
で
あ
る
。
な
お
、
音
楽
事
務
所
の
グ
ラ
ン
ド
は
、

二
0
一
四
年
に
ケ
ー
プ
ル
・
テ
レ
ビ
（
以
下
C
A
T
V
)

局
を
立
ち
上
げ
る
ま

で
は
、
自
社
の
制
作
す
る
音
楽
番
組
を
ピ
ン
ク
で
放
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
テ

地
上
波
放
送
が
音
楽
市
場
に
圧
倒
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
一
九
九

0
年

代
か
ら
二

0
0
0
年
代
前
半
、
企
画
・
制
作
・
宣
伝
・
流
通
・
販
売
の
一
連
の

音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
を
自
社
内
で
、
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
局
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
完
結
で
き
た
上
述
の
三
社
に
は
、
著
作
権
料
、

C
D
売
上
、
歌
手
の
営
業
活

さ
て
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
歌
手
の
実
態
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

歌
手
の
多
く
は
個
人
事
業
主
と
し
て
音
楽
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド

か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
た
歌
手
も
同
様
に
、
有
名
に
な
る
と
独
立
す
る
傾
向
に
あ
る
。

歌
手
と
し
て
名
が
売
れ
る
と
自
ず
と
仕
事
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
独
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歌
手
自
身
の
収
入
も
増
え
る
か
ら
で
あ
る
。
彼

ら
の
主
な
活
動
の
場
は
、
テ
レ
ビ
と
ク
ラ
プ
で
あ
る
。
ク
ラ
プ
で
の
ラ
イ
プ
は

国
内
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
旧
ユ
ー
ゴ
諸
国
の
他
、
バ
ル
カ
ン
出
身
者
の
移
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
等
で
も
実
施
さ
れ
る
。

セ
ル
ビ
ア
に
あ
る
ク
ラ
プ
の
支
配
人
に
よ
れ
ば
、
同
ク
ラ
プ
で
二

0
一
六
年
冬

に
、
若
手
の
人
気
歌
手
の
ラ
イ
プ
を
開
催
し
た
際
に
は
、
出
演
料
と
し
て
千
五

(10) 

百
ユ
ー
ロ
（
約
十
九
万
円
）
を
支
払
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
セ
ル
ビ
ア
の
平
均

(11) 

月
収
が
約
三
百
三
十
ユ
ー
ロ
（
約
四
万
二
千
円
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

月
数
回
の
ラ
イ
プ
を
行
う
歌
手
が
、

き
よ
う
。

い
か
に
高
収
入
を
得
て
い
る
か
が
理
解
で

作
資
金
を
自
身
で
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
業
界
関
係
者
ら
の
話

で
は
一
曲
あ
た
り
の
制
作
費
に
は
、
楽
曲
を
提
供
す
る
作
家
に
よ
っ
て
幅
が
あ

る
が
、

ス
タ
ジ
オ
代
等
も
含
め
二
千
五
百

i
一
万
ユ
ー
ロ
（
約
三
十
三
万
ー
百
三

(12-

十
万
円
）
が
投
資
さ
れ
る
。
複
数
曲
が
必
要
と
な
る
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
す

る
な
ら
ば
、
決
し
て
安
い
費
用
で
は
な
い
。
し
か
も
、
見
栄
え
の
良
い

p
>
を

制
作
す
る
際
の
相
場
は
、
約
二
万
ユ
ー
ロ
（
約
二
百
六
十
万
円
）
だ
と
い
う
。

完
成
し
た
楽
曲
は
、
主
と
し
て
テ
レ
ビ
局
や
音
楽
事
務
所
に
付
随
す
る
レ
コ

ー
ド
会
社
か
ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
国
内
外
で

の
ク
ラ
プ
巡
業
を
通
じ
て
拡
散
さ
れ
て
ゆ
く
。

そ
の
反
面
、
独
立
し
た
歌
手
の
場
合
、
支
出
も
大
き
い
。
楽
曲
と

p
>
の
制
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（図2)セルビアの首都ベオグラードにあるクラプBridgeの様子 (2017年9月17日筆者撮影）

音
楽
事
務
所

(
T
V
 K
o
窓
va.

一
九
九
八
＼

31

争
の
真
っ
只
中
で
興
っ
た
民
間
の
放
送
局
で
あ
る
ピ
ン
ク
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
拡
大
を
担
っ
た
と
さ
れ
た
の
は
、

パ
ル
マ

(
T
V

い
ず
れ
も
ユ
ー
ゴ
紛

一
方
、

紛
争
が
収
束
し
て
ま
も
な
く
、
二

0
0
0
年
に
セ
ル
ビ
ア
で
は
体
制
転
換
が

起
こ
り
、
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
統
領
が
失
脚
す
る
。
そ
の
後
、
新
政
権
の
下

で
完
全
な
民
主
化
と
情
勢
の
安
定
化
が
模
索
さ
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
二

0
0

三
年
に
は
新
首
相
の
暗
殺
事
件
が
起
こ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ

発
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
代
表
的
歌
手
ツ
ェ
ッ
ツ
ァ

や
ア
ッ
ツ
ァ
・
ル
ー
カ
ス
ら
も
、
鎌
疑
を
か
け
ら
れ
拘
留
さ
れ
て
い
る
。

二
0
0
0
年
代
前
半
、
九

0
年
代
に
起
因
す
る
社
会
問
題
の
一
掃
を
目
指
す

風
潮
が
高
ま
る
な
か
で
、
紛
争
期
に
大
衆
文
化
を
席
巻
し
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

へ
の
批
判
も
苛
烈
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
当
然
、
そ
れ
ま
で
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

を
積
極
的
に
扱
っ
て
き
た
テ
レ
ビ
局
も
バ
ッ
シ
ン
グ
の
標
的
と
な
っ
た
。

音
楽
事
務
所
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
批
判
は
、
蜜
月
関
係
に
あ
っ
た
テ
レ
ビ
局
ピ

ン
ク
ヘ
の
当
時
の
批
判
ほ
ど
激
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
音
楽
業
界
の
実
態

に
目
を
向
け
れ
ば
、
ピ
ン
ク
の
音
楽
番
組
を
制
作
し
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
が
、
同

業
界
の
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
が
、
公
共
性
の
高
い
電
波
を
用
い
る
以

上
、
テ
レ
ビ
局
に
は
相
応
の
社
会
的
責
任
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

Palma. 
一
九
九
―
―
-
＼
二

0
1
0
年）、

コ
シ
ャ
ヴ
ァ

ィ
ッ
チ
や
反
社
会
勢
力
の
人
脈
の
洗
い
出
し
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な
一
斉
摘

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
に
お
け
る
テ
レ
ビ
局
と



-15) 

二
0
1
0
年）

の
三
局
で
あ
る
。
ま
た
、
国
営
放
送
局

R
T
S
も
、
こ
れ
ら
の

民
放
局
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
拡
大
に
加
担
し
た
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

な
か
で
も
ピ
ン
ク
は
、
開
局
後
数
年
で
放
送
エ
リ
ア
を
全
国
に
広
げ
た
こ
と

か
ら
、
地
域
が
限
定
さ
れ
て
い
た
パ
ル
マ
と
コ
シ
ャ
ヴ
ァ
と
は
大
き
く
差
を
開

け
て
き
た
。
そ
の
上
、

R
T
S
と
視
聴
率
シ
ェ
ア
の
ト
ッ
プ
を
競
う
局
と
し
て

(16) 

急
成
長
し
、

R
T
S
に
比
肩
す
る
影
響
力
を
国
民
の
生
活
・
文
化
に
及
ぽ
す
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ピ
ン
ク
と

R
T
S
が
企
業
内
に

レ
コ
ー
ド
会
社
を
擁
し
て
い
る
点
で
も
、
音
楽
産
業
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割

こ
う
し
た
観
点
か
ら
本
論
で
は
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
扱
っ
た
テ
レ
ビ
局
と

し
て
は
ピ
ン
ク
と

R
T
S
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。
以
下
、

R
T
S
、
ピ
ン
ク
、

そ
し
て
音
楽
事
務
所
グ
ラ
ン
ド
の
順
に
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
タ
ー
ボ
フ
ォ

三
l

-

．
国
営
放
送
局

R
T
S
と
初
期
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

旧
ユ
ー
ゴ
崩
壊
前
夜
の
一
九
八
九
年
に
、
す
で
に
二
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放

送
を
行
っ
て
い
た

R
T
S
は
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
実
験
的
な
放
送
チ

ャ
ン
ネ
ル
「

3
k
」
(Treci
kanal. 
-
二
0
0
六
年
）
を
新
設
す
る
。

3
k
で
は
、

海
外
の
映
画
や
南
米
の
ド
ラ
マ
に
加
え
、
米
国
の
音
楽
番
組
M
T
V
(
M
u
s
i
c

Television. 
米
国
で
の
開
始
は
一
九
八
一
年
）
も
放
送
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
娯(17) 

楽
的
な
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
九

0
年
代
に
興
る
民
放
局
の
手
本
と
な
っ
た
が
、

そ
の
登
場
を
九
三
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
セ
ル
ビ
ア
で
は
、

3
K
の

ー
ク
を
扱
っ
て
き
た
か
を
論
じ
る
。

の
程
度
は
、
パ
ル
マ
や
コ
シ
ャ
ヴ
ァ
と
は
異
な
る
。

れ
て
あ
り
が
と
う
。
国
際
的
な
「
不
当
」
な
経
済
制
裁
に
対
し
て
、
私
た

番
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
視
聴
者
の
所
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

3
K
に
は
、
ま
も
な
く
大
衆
文
化
を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
る
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー

ク
も
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
。
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

と
の
融
合
が
顕
著
に
な
る
直
前
の
、
初
期
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
扱
っ
た
番
組

の
ひ
と
つ
が
、
音
楽
事
務
所
グ
ラ
ン
ド
の
前
身
会
社
フ
ィ
ヴ
ェ
ト
ウ

(FIVET・

{18) 

一
九
八
一
？
ー
ニ
0
0
一
年
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
音
楽
番
組
『
万
人
の
娯
楽
』

(
N
 a
b
a
v
a
 miliona; Z
A
M
.
 
一
九
九
一

1
九
六
年
）
で
あ
る
。
同
番
組
に
は
、

フ
ィ

ヴ
ェ
ト
ゥ
の
レ
ー
ベ
ル
会
社
「
万
人
の
娯
楽
」
(
-
九
九
ニ
ー
ニ

0
0
二
年
）
の

契
約
歌
手
が
主
に
出
演
し
た
。
だ
が
、
同
番
組
は
九
六
年
に
打
ち
切
ら
れ
、
そ

の
半
年
後
に
は
開
局
間
も
な
い
ピ
ン
ク
で
引
き
続
き
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
放
送
打
ち
切
り
は
、
当
時

R
T
S
が
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
扱
い
に
慎
重

に
な
り
始
め
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た

R

T
S
の
変
化
が
、
同
時
期
の
次
の
例
に
も
み
て
と
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
九
四
年

一
月
十
一
日
付
の
ボ
ル
バ
紙
に
は
、
毎
年
R
T
S
が
新
年
に
放
送
し
て
い
る
特

R
T
S
が
精
一
杯
、
私
た
ち
の
祝
日
を
台
無
し
に
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。
[
…
…
]
娯
楽
的
な
民
俗
音
楽
調
の
音
楽
を
扱
っ
た
実
に
陳

腐
な
部
分
は
、
方
向
性
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
精
神
的
に
ど
れ

ほ
ど
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
か
、
何
時
間
に
も
わ
た
っ
て
み
せ
つ
け
て
く

ち
に
で
き
る
こ
と
が
何
も
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て

開
始
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
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私
た
ち
に
強
い
ら
れ
た
キ
ッ
チ
ュ
と
い
う
足
枷
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
、
同

(19) 

じ
考
え
を
も
つ
人
々
に
呼
び
か
け
た
い
。

さ
ら
に
そ
の
十
ヶ
月
後
、
同
年
十
一
月
十
九
日
付
の
ポ
リ
テ
イ
カ
紙
で
は
、

ヶ
月
半
先
に
放
送
を
控
え
た
翌
新
年
の
特
番
を
告
知
す
る
記
事
に
お
い
て
、
番

組
の
標
語
が
「
キ
ッ
チ
ュ
ヘ
の
抵
抗
」

(
B
o
r
b
a
protiv 
kica)

に
決
定
し
た
こ

(20) 

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
新
年
の
特
番
に
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
標
語
が
掲
げ

ら
れ
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
番
組
放
送
の
ニ
ヶ
月
後
に
、

別
節
（
四
ー
一
参
照
）
で
論
じ
る
文
化
省
主
導
の
「
反
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
の
公
表
が
控
え
て
お
り
、
こ
の
標
語
は
そ
の
た
め
の
伏

線
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

R
T
S
は
九

0
年
代
半
ば
か
ら
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
と
の
距

離
を
置
き
始
め
る
の
だ
が
、
そ
の
過
程
に
は
幾
つ
も
の
矛
盾
が
み
て
と
れ
る
。

ポ
リ
テ
イ
カ
紙
の
記
事
の
小
見
出
し
で
も
、
特
番
の
見
所
と
し
て
「
ヴ
ァ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
」
と
「
映
画
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

本
文
で
は
最
も
盛
り
上
が
る
深
夜
の
出
演
者
に
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
歌
手
が
名

を
連
ね
て
い
る
の
だ
。
ま
た
そ
の
後
も
、

R
T
S
の
番
組
に
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

の
人
気
歌
手
は
出
演
し
続
け
た
。

R
T
S
傘
下
の
レ
コ
ー
ド
会
社

P
G
P
ー
R

(22) 

T
S
も
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の

C
D
リ
リ
ー
ス
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
一
貫
性
の
無
さ
故
に
、

し
か
し
な
が
ら
、

R
T
S
は
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
拡
大
の
一
端
を
担
っ

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
有
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
九

0
年

て
き
た
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

代
に
「

R
T
S
で
は
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
放
送
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と

(23) 

記
憶
し
て
い
る
。
実
際
に
人
気
も
実
力
も
あ
る
の
に
、

R
T
S
に
は
全
く
出
演

し
な
い
歌
手
は
大
勢
い
る
。

R
T
S
の
音
楽
番
組
担
当
者
は
、
そ
の
よ
う
な
歌

手
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
「
彼
ら
は
グ
ラ
ン
ド
や
ピ
ン
ク
色
が
強
い
か
ら
」

(24) 

と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
明
確
な
基
準
は
な
い
も
の
の
、
歌
手
・
楽
曲
に
よ

っ
て
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

R
T
S
は
選
別
的
な
振
る
舞
い
を

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

三
ー
ニ
．
民
放
局
ピ
ン
ク
と
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

局
が
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
民
放
局
ビ
ン
ク
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
識
層
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
は
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
や
娯
楽
的
な
番
組
を
通
じ
て
ピ
ン
ク
が
提
供

す
る
消
費
文
化
的
な
世
界
観
を
「
ピ
ン
ク
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
総
称
し
、
そ
れ

(25) 

に
よ
っ
て
ピ
ン
ク
が
「
国
民
を
熱
狂
さ
せ
、
愚
か
者
に
し
た
」
な
ど
と
批
判
し

て
き
た
。
だ
が
、
娯
楽
的
な
番
組
は
国
営
の

3
k
で
も
放
送
さ
れ
て
い
た
の
だ

か
ら
、
根
本
的
な
問
題
は
や
は
り
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ピ
ン
ク
は
、
当
時
若
い
ベ
ー
シ
ス
ト
だ
っ
た
ジ
ェ
リ
ュ
コ
・
ミ
ト
ウ
ロ
ヴ
ィ

ッ
チ

(
N
eljko 
Mitrovic. 
一
九
六
七
年
1
)
が
八
八
年
に
設
立
し
た
音
楽
ス
タ
ジ

オ
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
テ
レ
ビ
局
、
ラ
ジ
オ
局
、

レ
コ
ー
ド
会
社
、
広
告
代

理
会
社
、
航
空
会
社
、
映
画
製
作
会
社
か
ら
成
る
大
企
業
に
成
長
し
た
。
同
企

-26) 

業
は
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
か
ら
「
ピ
ン
ク
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
と
表
現
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
紛
争
期
に
達
成
さ
れ
た
ピ
ン
ク
の
急
成
長
の
裏
に
は
、
ミ
ロ
シ

一
九
九
四
年
の
開
局
以
来
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
盛
ん
に
扱
っ
て
き
た
テ
レ
ビ
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こ
の
よ
う
に
ピ
ン
ク
と
歌
手
双
方
の
思
惑
が
相
乗
的
に
作
用
し
た
結
果
、
タ

ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
に
は
常
に
新
奇
性
・
話
題
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
大
衆
の
耳

結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。

に
力
を
注
い
で
き
た
。
ヴ
レ
ー
メ
誌
に
よ
れ
ば
、

ウ
ッ
ド
映
画
、
海
外
ド
ラ
マ
等
か
ら
構
成
さ
れ
た
が
、
ピ
ン
ク
は
音
楽
業
界
に

広
い
人
脈
を
も
つ
グ
ラ
ン
ド
と
の
協
力
体
制
を
敷
い
て
、
と
り
わ
け
音
楽
番
組

一
週
間
の
放
送
時
間
の
う
ち
、

六
十
％
が
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
や
新
作
曲
民
謡
（
一
参
照
）
に
費
や
さ
れ
て
い
た

(28) 

と
い
う
。

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
成
立
初
期
、
若
者
受
け
す
る
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

と
大
衆
受
け
す
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
要
素
と
が
融
合
し
て
い
っ
た
こ
と
は

第
一
節
で
述
べ
た
が
、
こ
の
融
合
は
ピ
ン
ク
の
大
衆
迎
合
的
な
性
質
に
よ
っ
て

も
促
さ
れ
た
と
言
え
る
。
広
告
収
入
に
よ
っ
て
収
益
を
上
げ
る
ピ
ン
ク
を
通
じ

て
、
歌
手
は
よ
り
幅
広
い
年
代
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
現
代
的
か
つ
大
衆
受
け
す

る
音
楽
を
追
求
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
音
楽
の
売
上
が
テ
レ
ビ
に
大
き
く

左
右
さ
れ
た
当
時
、
高
視
聴
率
を
得
て
大
衆
文
化
に
多
大
な
影
響
力
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
ピ
ン
ク
と
足
並
み
を
揃
え
る
こ
と
が
、
歌
手
の
商
業
的
な
成
功
に

た
当
時
の
番
組
編
成
は
、
音
楽
番
組
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

ク
イ
ズ
番
組
、

が
、
現
在
で
は
う
や
む
や
に
な
っ
て
い
る
。

Iヽ

リ

ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
か
ら
の
待
遇
供
与
が
影
響
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

二
0
0
0年
の
体
制
転
換
の
直
後
に
一
部
の
政
治
家
か
ら
激
し
く
追
及
さ
れ
た

テ
レ
ビ
局
と
し
て
の
ピ
ン
ク
は
音
楽
と
娯
楽
に
特
化
し
、
且
つ
政
治
と
時
事

(27) 

を
扱
わ
な
い
、
と
い
う
方
針
の
基
で
開
局
さ
れ
た
。

R
T
S
の
3
K
に
酷
似
し

は
多
い
が
、
我
々
は
視
聴
率
の
み
が
成
功
を
決
定
付
け
る
と
い
う
経
営
方

針
を
打
ち
立
て
て
い
ま
す
。
[
…
…
]
あ
る
音
楽
の
方
向
性
に
対
し
て
人
々

が
示
す
実
際
の
需
要
や
、
ト
ル
コ
に
よ
る
五

0
0
年
間
の
支
配
に
対
し
て
、

ひ
と
つ
の
放
送
局
が
開
局
し
て
数
年
で
為
せ
る
こ
と
が
何
か
あ
る
の
で
し

(30) 

ょ
う
カ

ミ
ト
ウ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
明
言
す
る
よ
う
に
、
ピ
ン
ク
の
基
本
的
な
放
送
姿
勢
は
、

た
と
え
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
が
物
議
を
醸
す
音
楽
・
文
化
だ
と
し
て
も
、
高
視
聴

率
は
大
衆
の
需
要
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
扱
い
続
け
る
、
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
別
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
需
要
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず

R
T
S

の
「
選
別
」
の
た
め
に
、
テ
レ
ビ
放
送
に
居
場
所
を
失
っ
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

の
歌
手
・
音
楽
家
に
、
ピ
ン
ク
が
活
動
の
場
を
与
え
た
と
も
言
え
る
。
こ
う
し

た
状
況
は
、
テ
レ
ビ
業
界
が

R
T
S
の
ほ
ぼ
独
占
状
態
に
あ
っ
た
八

0
年
代
以

前
に
は
起
こ
り
え
ず
、

R
T
S
に
「
選
ば
れ
な
か
っ
た
」
歌
手
・
音
楽
家
は
、

成
功
は
視
聴
率
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
な
い
人
た
ち

に
よ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

目
を
集
め
続
け
る
た
め
に
、
音
楽
家
は
ト
ル
コ
や
ア
ラ
プ
地
域
、
さ
ら
に
は
イ

(29) 

ン
ド
の
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
も
コ
ピ
ー
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
女
性
歌
手
は
際
ど

い
衣
装
で
テ
レ
ビ
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
当
然
、
ピ
ン
ク
ヘ
の
批

ピ
ン
ク
に
向
け
ら
れ
る
批
判
に
関
し
て
、
ミ
ト
ゥ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
メ
デ
ィ
ア

判
は
増
大
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
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4

、、力
だ
が
、
社
会
主
義
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
、
こ
の
既
存
の
文
化
的
秩
序
は
、

R
T
S
に
比
肩
す
る
テ
レ
ビ
局
と
し
て
台
頭
し
た
ピ
ン
ク
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
。

固
縁
的
な
位
置
に
置
か
れ
て
き
た
は
ず
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
が
、
国
民
的

支
持
を
得
た
ピ
ン
ク
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
社
会
的
に
容
認

さ
れ
た
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
な
音
楽
と
し
て
現
前
化
し
て
ゆ
く
状
況
に
対
し
、

知
識
層
や
一
部
の
大
衆
は
戸
惑
い
と
強
い
反
感
を
覚
え
た
の
だ
っ
た
。

三
I

三
．
音
楽
事
務
所
グ
ラ
ン
ド
と
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

ピ
ン
ク
に
多
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
音
楽
番
組
を
制
作
し
て
い
た
の
が
、

(31-

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
に
特
化
し
た
音
楽
事
務
所
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
事
務
所

は
、
音
楽
番
組
の
制
作
に
加
え
、
所
属
歌
手
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
音
楽
ソ
フ
ト
・

専
門
雑
誌
の
出
版
、
音
楽
著
作
権
の
管
理
な
ど
の
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
を
網
羅
的
に

手
が
け
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
な
お
、
契
約
内
容
の

規
模
は
様
々
だ
が
、
二

0
一
四
年
の
時
点
で
、
グ
ラ
ン
ド
が
業
務
契
約
を
結
ん

(32) 

で
い
る
歌
手
は
約
二
百
名
で
あ
る
。

グ
ラ
ン
ド
は
、

レ
コ
ー
ド
会
社
「
万
人
の
娯
楽
」
（
三
ー
一
参
照
）
の
設
立
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
所
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
サ
ー
シ
ャ
・
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
(
S
a
窓

P
o
p
o
v
i
c
.
 
一
九
五
四
年
1
)
と
レ
ー
パ
・
プ
レ
ー
ナ

(
L
e
p
a
B
r
e
n
a
.
 
一
九
六

0
年
1
)

(33) 

一
九
九
八
年
に
共
に
独
立
し
設
立
し
た
。
そ
の
後
「
万
人
の
娯
楽
」
は
零

細
化
し
二

0
0
二
年
に
消
失
す
る
が
、
グ
ラ
ン
ド
は
テ
レ
ビ
業
界
で
急
速
に
頭

角
を
現
し
つ
つ
あ
っ
た
ピ
ン
ク
と
の
相
互
利
益
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ

周
縁
的
な
位
置
に
留
ま
り
続
け
る
し
か
な
か
っ
た
。

属
の
歌
手
と
し
て
プ
ロ
活
動
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
る
。

者
が
決
定
す
る
。
優
勝
者
お
よ
び
上
位
入
賞
者
は
通
称
「
グ
ラ
ン
ド
っ
子
」

ピ
ン
ク
で
放
送
さ
れ
る
グ
ラ
ン
ド
制
作
の
音
楽
番
組
の
な
か
で
も
、
特
に
注

目
を
集
め
、
国
民
の
半
数
が
視
聴
し
て
い
る
と
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
の
が
、
ニ

0
0
四
年
か
ら
現
在
ま
で
続
く
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
『
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ー
』

(
N
 v
e
z
d
e
 g
r
a
n
d
a
)

で
あ
る
。
以
来
、
多
く
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
歌
手
が
、

こ
の
番
組
か
ら
輩
出
さ
れ
て
き
た
。
同
番
組
で
は
、
主
に
旧
ユ
ー
ゴ
各
地
か
ら

集
っ
た
プ
ロ
の
歌
手
を
夢
見
る
十
代
＼
二
十
代
を
中
心
と
し
た
出
場
者
が
歌
を

競
い
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
と
新
作
曲
民
謡
の
歌
手
に
よ
る
審
査
に
よ
っ
て
ス
テ

ー
ジ
を
勝
ち
抜
い
て
ゆ
く
。
そ
し
て
最
終
的
に
視
聴
者
投
票
が
行
わ
れ
、
優
勝

(
G
r
a
n
d
o
v
c
i
)

と
呼
ば
れ
、

グ
ラ
ン
ド
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
同
事
務
所
所

T
V
レ
ヴ
イ
ヤ
誌
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
『
グ
ラ
ン
ド
・

ス
タ
ー
』

の
開
始
を
き
っ
か
け
に
、
歌
手
の
労
働
環
境
が
改
善
し
た
と
誇
ら
し

(35) 

げ
に
語
っ
て
い
る
。
同
番
組
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
た
歌
手
た
ち
、
す
な
わ

ち
「
グ
ラ
ン
ド
っ
子
」
は
、

グ
ラ
ン
ド
の
お
か
げ
で
そ
れ
ま
で
の
歌
手
と
は
異

十
分
な
利
用
価
値
が
あ
っ
た
。

テ
レ
ビ
局
を
も
た
な
い
グ
ラ
ン
ド
は
、
全
国
に
放
送
網
を
広
げ
る
ピ
ン
ク
で

の
放
送
を
通
じ
て
、
所
属
歌
手
や
リ
リ
ー
ス
し
た
新
曲
を
広
く
宜
伝
す
る
機
会

を
確
保
で
き
た
。

に
と
っ
て
、

八
0
年
代
か
ら
音
楽
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
二
人
が
率

い
る
グ
ラ
ン
ド
は
、
広
い
人
脈
と
音
楽
番
組
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
お
り
、

一
方
、
音
楽
を
主
要
な
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
に
据
え
た
ピ
ン
ク

て
、
音
楽
業
界
に
磐
石
な
経
営
基
盤
を
確
立
し
て
き
た
。

35 



大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

な
っ
て
、
楽
曲
制
作
の
資
金
集
め
、
テ
レ
ビ
出
演
の
確
保
、
ラ
イ
プ
開
催
の
準

備
な
ど
に
奔
走
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
歌
だ
け
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ

(37) 

た
と
い
う
。
確
か
に
、
デ
ビ
ュ
ー
し
て
間
も
な
い
歌
手
に
と
っ
て
は
、
ピ
ン
ク

や
国
内
外
の
ク
ラ
ブ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ポ
ー
ト
は
、

だ
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
厳
し
い
雇
用
関
係
や
歌
手
に

と
っ
て
不
利
益
な
契
約
条
件
、
グ
ラ
ン
ド
を
去
る
歌
手
へ
の
営
業
妨
害
な
ど
に

(38) 

つ
い
て
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
応
じ
た
あ
る
歌

手
も
ま
た
、
契
約
に
よ
っ
て
歌
手
は
グ
ラ
ン
ド
の
完
全
な
「
管
理
下
」
に
置
か

れ
、
こ
れ
に
反
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
望
ま
し
く
な
い
評
判
が
業
界
内
に
瞬
く

(39) 

間
に
広
ま
っ
て
し
ま
う
と
語
る
。

こ
れ
ら
が
真
実
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
「
音
楽
業
界
に
お
け
る
生
死
を
司

（図3)2007年放送の『グランド・スター」か

ら輩出されたグランドっ子らのコンピ

レーション・アルバムのジャケット (36)

四

タ

ー

ボ

フ

ォ

ー

ク

排

除

の

動

き

と

変

容

の

循

環

性

る
者
」
と
称
さ
れ
る
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
率
い
る
グ
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
評

が
立
つ
ほ
ど
に
恐
れ
ら
れ
る
存
在
と
し
て
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
業
界
に
絶
大
な

影
響
力
を
も
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

前
節
で
は
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

と
さ
れ
て
き
た

R
T
S
、
ピ
ン
ク
、

グ
ラ
ン
ド
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
タ

ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
扱
い
、
ま
た
こ
の
音
楽
産
業
に
携
わ
っ
て
き
た
か
を
論
じ
た
。

こ
れ
ら
三
者
の
担
っ
た
役
割
を
改
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
社
会
主
義
時

代
に
テ
レ
ビ
で
扱
わ
れ
な
か
っ
た
若
者
の
音
楽
や
西
側
の
娯
楽
文
化
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
た

R
T
S
の
3
K
は、

の
ち
に
登
場
す
る
民
放
局
の
モ
デ
ル
と
な

り
、
若
者
の
表
現
活
動
と
し
て
生
じ
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
が
、
テ
レ
ビ
の
主
要

な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
り
う
る
可
能
性
を
拓
い
た
。

つ
ま
り
、

R
T
S
は
タ
ー
ボ

フ
ォ
ー
ク
が
発
展
す
る
素
地
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
芽
吹
い
た
ば
か

り
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
慎
重
に
「
選
別
」
し
始
め
た

R
T
S
に
代
わ
っ
て
こ

の
音
楽
を
積
極
的
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
産
業
の
要
だ
っ
た
。

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
国
内
で
主
流

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
押
し
上
げ
た
ピ
ン
ク
は
、
こ
の
音
楽
・
文
化
が
発
展
す

る
場
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
歌
手
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
育
成
も
担
い
、

同
時
に
ピ
ン
ク
と
歌
手
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
き
た
グ
ラ
ン
ド
は
、
ま
さ
に

し
か
し
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
発
展
は
、
こ
の
三
者
に
よ
っ
て
の
み
可
能
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
で
論
じ
る
よ
う
に
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
が
生
じ
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ら
れ
る
。

抵
抗
」
を
番
組
の
標
語
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
（
三
ー
一
参
照
）
。

こ
れ
は
、
同
年
―
―
―
月
に
セ
ル
ビ
ア
文
化
省
に
よ
っ
て
告
知
さ
れ
た
芸
術
文
化
振

輿
事
業
「
文
化
の
年
」

(
G
o
d
i
n
a
k
u
l
t
u
r
e
)

を
意
識
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
み

芸
術
文
化
振
興
事
業
「
文
化
の
年
」
は
、
紛
争
と
国
連
に
よ
る
経
済
制
裁
の

真
っ
只
中
で
、
「
文
化
で
も
っ
と
素
晴
ら
し
く
な
る
」

(
L
e
p
s
e
je 
s
a
 k
u
l
t
u
r
o
m
)
 

と
い
う
サ
プ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
就
任
以
来
「
キ
ッ
チ
ュ
と
ト
ラ
ッ
シ
ュ

へ
の
抵
抗
」
を
呼
び
か
け
て
き
た
文
化
大
臣
ナ
ー
ダ
・
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ペ
リ

(41) 

シ
ッ
チ
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。
三
十
種
の
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
十
六

種
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
大
大
的
に
宣
伝
さ
れ
た
同
事
業
は
、
か
な
り
大

一
九
九
五
年
新
年
の
特
番
の
放
送
に
あ
た
り
、

R
T
S
が
「
キ
ッ
チ
ュ
ヘ
の

四
ー

ペ
ー
ン
」

一
九
九
五
年
？
文
化
省
に
よ
る
「
反
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
・
キ
ャ
ン

の
音
楽
・
文
化
・
産
業
に
お
け
る
変
容
に
つ
い
て
論
じ
る
。

度
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
排
除
の
動
き
と
、
そ
の
結
果
生
じ
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

化
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
著
し
い
動
き
が
、

五
年
と
二

0
0
九
年
に
生
じ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
度
の
排
除

の
動
き
に
よ
っ
て
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
減
衰
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
さ
ら

な
る
変
容
を
遂
げ
て
発
展
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、

い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
も
ほ
ぼ
同
じ
。
フ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
ニ

一
九
九

た
一
九
九

0
年
代
か
ら
現
在
ま
で
を
通
時
的
に
俯
諏
す
る
と
、
こ
の
音
楽
・
文

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
方
の
文
化
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
ピ
ア
ノ
寄
贈
な
ど

そ
の
一
方
で
、
実
施
告
知
の
半
年
前
に
は
ボ
ル
バ
紙
が
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク

が
国
家
最
大
の
敵
と
し
て
優
勢
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
対
し
、
管
轄
権
を
も
っ

[
文
化
]
省
が
キ
ッ
チ
ュ
と
ト
ラ
ッ
シ
ュ
ヘ
の
抵
抗
を
表
明
し
、
こ
の
訴
え
を

政
治
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
と
文
化
省
の
動
き
を
伝
え
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
「
文
化
の
年
」
が
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
非
難
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

が
行
わ
れ
た
。

わ
る
若
者
の
海
外
で
の
活
動
な
ど
が
助
成
対
象
と
な
り
、
ま
た
文
化
省
主
催
の

文
化
省
が
主
導
し
「
本
物
の
文
化
的
価
値
」
の
あ
る
芸
術
文
化
を
振
興
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
事
業
で
は
、
映
画
製
作
、
美
術
展
開
催
、
芸
術
に
携

2
)
 

規
模
な
も
の
だ
っ
た
。

11 l(YJ1TYPA 
H HEKYJ1TYPA CY BAM 

HMOXBAT PYI<E 

:t 
n1nm1J1c鼻 KY!11YPOM

'ヽ""'"'"―''"".,., .. , ―,,,., ... ,, 

（図 4)「文化の年」の宣伝ポスターのひとつ。左に

タクトを持つ手、右に中指を立てた手が描

かれ、「文化も、非文化的なものも、あなた

たちの手の届くところに」というキャッチ

コピーが付されている (43)0 
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『
ノ
ー
』
を
突
き
つ
け
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。

つ
き
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
、

る
層
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
「
エ
リ
ー
ト
主
義
」
的
な
芸
術
に
触
れ
る
機
会

を
届
け
た
い
、
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
と
言
う
。
ま
た
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン

サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
代
を
払
え
な
い
か
ら
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
聴
く
、
と
い
う

国
民
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
変
え
た
か
っ
た
と
も
語
っ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
文
化
の
年
」
の
実
施
は
国
家
の
公
式
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る

R
T
S
に
も
影
響
し
た
。
当
時
の
ポ
リ
テ
イ
カ
紙
に
は
、

R
T
S
の
一
組

織
で
あ
る
ラ
ジ
オ
・
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
局
の
局
長
が
表
明
し
た
「
ト
ラ
ッ
シ
ュ
な

音
楽
に
は
『
ノ
ー
』
が
突
き
つ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
発
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

局
長
は
続
け
て
、
「
未
だ
ト
ル
コ
支
配
に
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
音
楽

に
賞
を
贈
る
授
与
式
オ
ス
カ
ル
や
プ
リ
ズ
マ
な
ど
に
対
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な

こ
の
よ
う
に
エ
リ
ー
ト
主
義
に
立
脚
し
実
施
さ
れ
た
「
文
化
の
年
」
と
は
、

大
規
模
な
広
報
活
動
に
よ
っ
て
、
放
送
業
界
を
牽
引
す
る

R
T
S
か
ら
タ
ー
ボ

フ
ォ
ー
ク
を
追
放
し
、
文
化
の
周
縁
に
追
い
や
る
こ
と
を
意
図
し
た
、
国
家
に

よ
る
「
反
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
あ
っ
た
。

四
ー
一

I
-

．
「
反
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
影
響

当
時
、
「
文
化
の
年
」
に
対
し
て
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
業
界
側
の
目
立
っ
た
反

ン
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

エ
リ
ー
ト
階
層
だ
け
で
な
く
国
民
の
あ
ら
ゆ

こ
り

時
の
文
化
大
臣
ペ
リ
シ
ッ
チ
は
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
お
い
て
、

紛
争
下
に
あ
る
国
民
が
国
際
的
な
孤
立
化
に
屈
す
る
こ
と
な
く
世
界
と
の
結
び

確
か
に
文
化
省
に
よ
る
「
文
化
の
年
」
は
、
そ
の
後
の
ピ
ン
ク
の
隆
盛
と
と

て
注
目
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
文
化
省
の
「
文
化
で
も
っ
と
素
晴
ら
し
く
な
る
」
と

一
の
テ
レ
ビ
局
は
、

R
T
S
で
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
非
生
産
的
な
も

応
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ラ
ジ
オ

T
V
レ
ヴ
イ
ヤ
誌
で
は
、
『
私
た
ち
に
責
任

は
な
い
と
誓
う
』
と
い
う
見
出
し
で
「
文
化
の
年
」
に
関
す
る
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー

応
2
-

ク
歌
手
の
見
解
を
集
め
た
特
集
記
事
が
組
ま
れ
て
お
り
、
業
界
関
係
者
は
少
な

く
と
も
彼
ら
の
音
楽
に
国
家
的
な
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
洞
察
を
与
え
て
い
る
の
は
ピ
ン
ク
の
社
長

ミ
ト
ウ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
で
あ
る
。
ニ
ン
誌
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
ミ
ト
ウ
ロ
ヴ
ィ
ッ

チ
は
、
「
文
化
の
年
」
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
、
次
の
よ
う
に
ふ
り
返
っ
て
い
る
。

七
、
八
年
前
、
キ
ッ
チ
ュ
だ
と
み
な
し
た
音
楽
を
根
絶
し
よ
う
と
し
た
唯

の
で
し
た
。
結
果
的
に
、
当
時
出
演
を
拒
否
さ
れ
た
歌
手
は
か
な
り
の
セ

ー
ル
ス
を
記
録
し
、
酒
場

[
1
1
ク
ラ
ブ
]
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
客
で

い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
笑
い
飛
ば
し
て
い
た
私
は
、
正
し
か
っ
た
と
証
明

さ
れ
た
の
で
和
。

先
行
研
究
で
は
従
来
、
こ
の
振
輿
事
業
は
形
式
的
な
も
の
で
実
質
的
な
効
果
を{51l 

何
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
、
表
層
的
な
解
釈
を
施
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
こ
の
事
業
は
む
し
ろ
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
発
展
を
促
し
た
要
因
と
し

ヽ
こ
。

し

t

ょ
,

9
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二
度
目
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
排
除
の
動
き
は
、
業
界
の
要
と
な
っ
て
き
た
グ

さ
ら
に
、

四ーニ．

放
」
宣
言

―
1
0
0
九
年
ニ
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
か
ら
の
解

て
、
い
っ
そ
う
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

タ
ル
な
音
楽
要
素
は
、

一
九
九

0
年
代
後
半
以
降
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
に
お
い

も
に
起
こ
っ
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
爆
発
的
な
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
初
期
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
大
幅
に

R
T
S
か
ら
ク
ラ
ブ
へ

と
追
い
や
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
当
時
、

i52} 

ピ
ン
ク
は
ま
だ
視
聴
地
域
が
限
ら
れ
る
テ
レ
ビ
局
で
あ
り
、
当
時
の
歌
手
に
と

っ
て
は

R
T
S
で
の
テ
レ
ビ
出
演
が
商
業
的
な
成
功
に
直
結
し
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
「
文
化
の
年
」
が
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
に
及
ぽ
し
た
影
響

初
期
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
、

レ
ビ
局
ピ
ン
ク
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ブ
に
追
い
や
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
結

果
的
に
、
当
時
セ
ル
ビ
ア
の
若
者
を
魅
了
し
て
い
た
テ
ク
ノ
や
ハ
ウ
ス
な
ど
の

ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
ク
ラ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
融
合
を
加
速
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
音
楽
・
文
化
の
両
面
で
変
容
し
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
に
す
か

さ
ず
目
を
つ
け
、
テ
レ
ビ
放
送
の
領
域
に
再
び
引
き
込
ん
だ
の
が
、
新
興
の
テ

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
文
化
的
な
中
心
が

R
T
S
の
「
管
理
」
の
行

き
届
か
な
い
ク
ラ
ブ
ヘ
と
、
そ
の
直
後
に
は
ピ
ン
ク
ヘ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
作
曲
民
謡
の
時
代
か
ら

R
T
S
が
神
経
を
尖
ら
せ
て
き
た
オ
リ
エ
ン

を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

止
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
き
た
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

し
、
歌
手
を
「
管
理
」
す
る
こ
と
で
「
タ
ー
バ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
」
の
拡
大
を
阻

ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
。
き
っ
か
け
は
、
二

0
0
0
年
代
後
半
に
高
ま

の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
き
た
の
は
ピ
ン
ク
だ
っ
た
が
、
二

0
0
四
年
に
開
始
さ

れ
た
グ
ラ
ン
ド
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
『
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ー
』
が
高
視
聴

-53) 

率
を
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
知
識
層
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
心

が
、
グ
ラ
ン
ド
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
―

1
0
0
七
年
頃
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
の
社
長
ポ
ポ
ヴ
ィ

ッ
チ
と
『
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ー
』
の
立
案
者
ジ
カ
・
ヤ
ク
シ
ッ
チ

(
N
i
k
a
 J
a
k
s
i
c
.
 

一
九
六
四
年

1
)
は
、
長
年
グ
ラ
ン
ド
が
生
産
し
て
き
た
音
楽
を
「
タ
ー
バ
ン
・

｛引）

フ
ォ
ー
ク
」

(
t
u
r
b
a
n
'
f
o
l
k
)

と
椰
楡
し
、
批
判
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
な
か
で
グ
ラ
ン
ド
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
要
素
に
特
色
の
あ
る
タ
ー
ボ

フ
ォ
ー
ク
が
拡
大
し
た
原
因
を
、
西
欧
の
バ
ル
カ
ン
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
等
の
聴
衆
と
、
そ
こ
で

の
音
楽
実
践
を
行
っ
て
き
た
歌
手
に
帰
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
聴
衆
の
音
楽

嗜
好
が
歌
手
と
楽
曲
に
反
映
さ
れ
た
結
果
、
セ
ル
ビ
ア
国
内
の
音
楽
に
も
影
響

が
及
ん
だ
と
説
明
す
る
の
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
以
下
に
引
用
す
る
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

音
楽
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
グ
ラ
ン
ド
は
『
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ー
』
を
開
始

そ
れ
は

[11
タ
ー
バ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
が
生
み
出
さ
れ
る
状
況
は
]
‘
我
々

り
を
み
せ
た
グ
ラ
ン
ド
ヘ
の
批
判
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
批
判
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[
…
…
]
最
初
に
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
が
登
場
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
続
く

こ
と
に
な
る
タ
ー
バ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
に
変
容
し
ま
し
た
が
、
今
そ
の
悲
劇

ニ
5)

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
抜
け
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

セ
ル
ビ
ア
は
、

よ
う
や
く
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

が
『
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ー
』
を
開
始
す
る
直
前
の
二

0
0
-
―
一
年
ま
で
続
き

ら
が
ど
ん
な
歌
を
歌
う
か
、

い
か
に
歌
う
か
、
ど
の
歌
を
歌
う
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
管
理
[
k
o
n
t
r
o
l
i
s
e
m
o
 
(control)] 

こ
と
で
、
全
て
の
状
況
が
変
わ
っ
た
の
で
す
。

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
よ
う
な
民
俗
音
楽
調
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
領
域
で
は
、

社
会
主
義
時
代
に
は

R
T
S
が
、
そ
の
音
楽
・
文
化
を
「
管
理
」
す
る
役
割
を

担
い
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
要
素
へ
の
抑
止
力
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、

社
会
主
義
の
終
焉
に
よ
っ
て
生
じ
た
商
業
主
義
的
な
ピ
ン
ク
の
台
頭
に
よ
っ
て
、

こ
の
「
管
理
者
」
は
不
在
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
二

0
0
0
年
代
後
半
、
タ
ー

ボ
フ
ォ
ー
ク
と
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
批
判
的
な
世
論
を
背
景
と
し
て
、

さ
ら
に
二

0
0
九
年
に
は
ヤ
ク
シ
ッ
チ
が
、

代
が
区
切
り
を
迎
え
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
告
げ
て
い
る
。

グ
ラ
ン

ド
が

R
T
S
に
代
わ
る
新
た
な
「
管
理
者
」
と
し
て
振
舞
い
始
め
た
の
で
あ
る
。

―
1
0
0
四
年
か
ら
続
く
グ
ラ
ン

ド
の
努
力
に
よ
っ
て
一
九
九

0
年
代
か
ら
続
い
て
き
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
時

ま
し
た
。
我
々
が
若
い
歌
手

[
1
1
グ
ラ
ン
ド
っ
子
]
と
契
約
を
結
び
、
彼

が
開
始
さ
れ
た
二

0
0
四
年
か
ら
徐
々
に
進
行
し
始
め
て
い
た
。

四
ー
―
-
_

あ
る
。

「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
か
ら
の
解
放
」
の
影
響

別
」
し
て
き
た

R
T
S
を
祐
彿
と
さ
せ
る
。

続
け
て
、
「
グ
ラ
ン
ド
っ
子
」
以
外
の
歌
手
で
、
こ
れ
か
ら
グ
ラ
ン
ド
が
誰
と

良
好
な
関
係
を
維
持
し
、
誰
と
関
係
を
絶
つ
か
に
つ
い
て
、
特
定
の
歌
手
の
名

(58) 

前
を
挙
げ
な
が
ら
語
っ
た
上
、
今
後
グ
ラ
ン
ド
か
ら

C
D
を
リ
リ
ー
ス
す
る
全

て
の
歌
手
は
、
音
楽
の
内
容
に
つ
い
て
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
了
承
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
ン
ド
の
主
張
は
、
歌
手
と
楽
曲
を
「
選

さ
て
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
に
代
わ
る
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
名
が
登
場
す
る
の
も

こ
の
頃
で
あ
る
。
早
い
時
期
で
は
二

0
0
八
年
に
、
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
タ
ー
ボ

(60) 

フ
ォ
ー
ク
を
「
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
」

(
p
o
p
,
 folk)

と
呼
び
換
え
て
い
る
。
現
在

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
歌
手
た
ち
も
、
彼
ら
自
身
の
音
楽
を
そ
の
よ
う
に
称
す
る

傾
向
に
あ
る
。
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
と
い
う
名
称
は
、
今
で
も
知
識
層
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
業
界
の

現
場
で
は
ほ
ぽ
廃
れ
て
い
る
。
九

0
年
代
か
ら
グ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
、

グ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
終
止
符
を
打
た
れ
た
の
で

二
0
0
九
年
の
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
か
ら
の
解
放
」
宣
言

の
後
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
業
界
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
っ
た
が
、
グ
ラ

ン
ド
の
経
営
陣
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
そ
の
変
化
は
『
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ー
』

二
0
0
四
年
以
降
、
グ
ラ
ン
ド
は
ピ
ン
ク
で
の
放
送
を
通
じ
、
「
グ
ラ
ン
ド
っ
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的
中
心
は
、

一
九
九
五
年
と
同
様
に
、
再
び
ク
ラ
プ
ヘ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。

て
い
る
。

ド
・
ス
タ
ー
」
や
ピ
ン
ク
で
放
送
さ
れ
て
い
た
番
組
の
一
部
を
そ
こ
で
放
送
し

子
」
の
発
掘
・
育
成
・
売
り
込
み
に
総
力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の

た
め
に
、
グ
ラ
ン
ド
に
名
指
し
で
批
判
さ
れ
た
歌
手
だ
け
で
は
な
く
、
タ
ー
ボ

歌
手
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
こ
の
状
況
を
助
長
し
た
の
が
、
ピ
ン
ク
の
タ

ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
離
れ
で
あ
る
。
二

0
0
0年
代
末
か
ら
グ
ラ
ン
ド
制
作
の
音
楽

番
組
の
視
聴
率
が
低
迷
し
始
め
、
逆
に
ピ
ン
ク
が
独
自
に
制
作
す
る
リ
ア
リ
テ

(61) 

ィ
番
組
が
高
い
視
聴
率
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
双
方

の
利
害
に
ズ
レ
が
生
じ
始
め
、
二

0
一
四
年
に
は
両
者
の
関
係
が
完
全
に
破
綻

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
週
最
大
、
十
時
間
が
割
か
れ
て
い
た
と
い
う
グ
ラ
ン
ド

(62) 

の
全
番
組
が
ピ
ン
ク
か
ら
消
え
た
。

程
な
く
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
は
独
自
に

C
A
T
V
局
を
立
ち
上
げ
た
が
、

C
A

T
V
は
有
料
放
送
で
あ
る
上
‘
―

1
0
一
七
年
時
点
で
も
世
帯
普
及
率
は
五
十
八
・

6
3
)
 

四
％
に
留
ま
る
（
テ
レ
ピ
の
世
帯
普
及
率
は
九
十
九
・
六
％
）
。
そ
こ
で
グ
ラ
ン
ド
は
、

ピ
ン
ク
と
同
様
に
全
国
ネ
ッ
ト
の
地
上
波
放
送
局
で
あ
る
プ
ル
ヴ
ァ

(
P
r
v
a

s
r
p
s
k
a
 televizija. 
二
0
1
0年
1
)
と
の
新
た
な
連
携
に
乗
り
出
し
、
「
グ
ラ
ン

音
楽
業
界
の
こ
う
し
た
劇
的
な
変
化
を
背
景
に
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
文
化

ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
（
タ
ー
ポ
フ
ォ
ー
ク
）
を
専
門
に
扱
う
ク
ラ
プ
の
支
配
人
に
よ

れ
ば
、
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
同
業
者
数
は
、
二

0
0
0年
代
初
頭
か
ら
中
頃

ま
で
は
二
十
ー
＿
二
十
軒
程
度
だ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
二

0
0
七

1
―
一
年
頃
に

フ
ォ
ー
ク
歌
手
の
多
く
が
ピ
ン
ク
で
の
出
演
の
機
会
を
減
少
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
。

は
爆
発
的
に
増
加
し
、
約
二
百
軒
に
達
し
た
と
い
う
。
ク
ラ
プ
の
隆
盛
は
、
『
グ

ラ
ン
ド
・
ス
タ
ー
』
が
人
気
番
組
と
な
り
、
尚
且
つ
グ
ラ
ン
ド
が
「
タ
ー
ボ
フ

ォ
ー
ク
か
ら
の
解
放
」
を
宣
言
し
た
時
期
と
重
複
す
る
。
ま
た
、
歌
手
が
ピ
ン

ク
で
の
居
場
所
を
失
い
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
う
し
て
、

ク
ラ
プ
が
歌
手

の
音
楽
活
動
の
最
大
拠
点
と
な
り
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
文
化
的
中
心
と
な
っ

こ
こ
で
ピ
ン
ク
に
代
わ
る
放
送
会
社
と
し
て
新
た
に
台
頭
し
て
く
る
の
が
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
会
社

I
D
J
で
あ
る
。
二

0
1
0年
代
以
降
、
音
楽
の
消
費

者
の
世
代
交
代
が
生
じ
た
だ
け
で
な
く
、
音
楽
の
発
信
媒
体
や
そ
の
受
容
手
段

も
様
変
わ
り
し
た
。
若
い
世
代
に
と
っ
て
音
楽
の
主
な
情
報
源
は
、
地
上
波
放

送
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

C
A
T
V
に
、
ま
た
音
楽
媒
体
は

C
D
か
ら

デ
ジ
タ
ル
音
源
に
変
わ
っ
た
。

I
D
J
は
、
こ
の
新
た
な
音
楽
環
境
に
い
ち
早

く
対
応
し
た
企
業
で
あ
っ
た
。

同
社
は
二

0
1
―
年
に
、
ポ
ッ
プ
歌
手
の
ア
ン
ド
レ
イ
・
イ
リ
ッ
チ

(
A
n
d
r
e
j

Ilic
．
一
九
八
四
年
1
)
と
ラ
ッ
パ
ー
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
ト
ウ
ル
ボ
ヴ
ィ
ッ
チ
(
D
o
r
d
e

T
r
b
o
v
i
c
.
 
一
九
八
八
年
1
)
の
二
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

I
D
J
は
音
楽
の

p
 >
(
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ
オ
）
製
作
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
す
ぐ
に

p
>
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
プ

(
Y
o
u
T
u
b
e
)

配
信
と
楽
曲
の
デ
ジ
タ
ル
配
信
を
開
始

I
D
J
が
設
立
さ
れ
た
頃
、
音
楽
に
も
変
化
が
現
れ
始
め
た
。
グ
ラ
ン
ド
が

扱
う
音
楽
と
、

ク
ラ
プ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
プ
で
聴
か
れ
る
音
楽
と
が
乖
離
し
始
め

た
の
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド
か
ら
排
除
さ
れ
た
「
タ
ー
バ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
」
と
は
、

し
た
。

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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B
u
b
a
 M
a
l
a
を
鑑
賞
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
以
前
に
は
あ
り
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
若
者
た
ち
は
今
‘
[
ラ
ッ
パ
ー
の
]
M

C

 St
o
j
a
n
と
D
a
r
a

B
u
b
a
 M
a
l
a
、
あ
る
い
は
R
a
s
t
a
と
[
夕

l
ボ
フ
ォ

1
ク
歌
手
の
]
J
a
忌

を
一
緒
く
た
に
し
て
聴
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
ラ
ッ
パ
ー
と
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
歌
手
が
、

ク
ラ
ブ
と
い
う
共
通

の
場
で
音
楽
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
目
を
付
け

た
の
が
、
若
い
二
人
が
率
い
る

I
D
J
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ピ
ン
ク
や
グ
ラ

の
ラ
イ
ブ
を
鑑
賞
し
た
直
後
に
‘
[
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
歌
手
の
]
D
a
r
a
 

ク
が
テ
ク
ノ
や
ハ
ウ
ス
な
ど
の
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
と
融
合
し
て
い
っ
た

状
況
と
重
な
る
。

例
え
ば
、

R
&
B
を
扱
う
都
会
的
な
ク
ラ
ブ
で
‘
[
ラ

ッ
パ
ー
の
]
R
a
s
t
a
 

を
次
の
よ
う
に
語
る
。
そ
の
様
子
は
、

一
九
九

0
年
代
半
ば
に
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー

合
を
呈
し
て
い
る
。

押
し
並
べ
て
言
え
ば
、
微
分
音
を
用
い
る
楽
曲
、
扇
情
的
な
歌
詞
を
も
つ
楽
曲
、

過
度
な
メ
リ
ス
マ
的
歌
唱
を
伴
っ
た
楽
曲
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、

ク
ラ

プ
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
プ
で
十
代
ー
三
十
代
前
半
の
若
者
の
耳
目
を
集
め
る
ポ
ッ
プ

フ
ォ
ー
ク
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
レ
ゲ
ト
ン
と
の
著
し
い
融

こ
の
新
た
な
音
楽
環
境
で
は
ラ
ッ
パ
ー

(M
C
)
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
彼
ら
と
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
歌
手
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
も
今
で
は
珍
し

-65) 

く
な
い
。
イ
リ
ッ
チ
は
、
こ
の
融
合
を
引
き
起
こ
し
た
近
年
の
ク
ラ
ブ
の
状
況

~~ 

ACJJA 
OD 15.NO 

v1:~1eRA 

:,;Cl ,< .. 
, ,1u I AP•'" 

（図 5)テレビ放送の開始を宣伝するため、 首都ベオグラードの街中に設置された

IDJの看板。(2016年12月308筆者撮影）

二
0
一
六
年
に
は
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と

C
A
T
V
を
発
信
媒
体
と
し
て
、
ポ

ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
を
専
門
に
扱
う
テ
レ
ビ
局
を
開
始
し
放
送
業
界
に
も
参
入
し
た
。

用
者
を
着
実
に
増
や
し
て
い
っ
た
。

ン
ド
が
地
上
波
放
送
を
重
視
し
続
け
る
一
方
で
、

I
D
J
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

配
信
に
特
化
し
、
若
者
の
需
要
に
合
致
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
利
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階
に
あ
る
。

な
お
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
プ
と

C
A
T
V
の
放
送
内
容
は
同
じ
だ
が
、
前
者
で
は
無

-67) 

料
で
視
聴
で
き
る
。
今
後
は
歌
手
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
行
う
予
定
だ
と
い
う
。

I
D
J
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
業
務
契
約
を
結
ん
だ
歌
手
の

リ
ス
ト
が
宣
材
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
最
近
有
名
に
な

っ
た
ば
か
り
の
ラ
ッ
パ
ー
に
加
え
、
九

0
年
代
か
ら
活
躍
す
る
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー

ク
の
代
表
的
歌
手
や
元
「
グ
ラ
ン
ド
っ
子
」
な
ど
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
新
旧

の
人
気
歌
手
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
以
前
は
ピ
ン
ク
や
グ
ラ
ン
ド
を
活
動
の
拠
り

所
と
し
て
い
た
歌
手
た
ち
が
、

I
D
Jと
の
関
係
を
強
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ト
ウ
ル
ボ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
現
在
の
音
楽
業
界
に
お
け
る

I
D
J
の
貢
献
を
次

I
D
J
が
扱
う
音
楽
や
歌
手
を
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
機
会
は
、
以
前
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

I
D
J
が
放
送
業
界
に
参
入
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

九

0
年
代
半
ば
、
現
在
の

I
D
Jと
同
じ
よ
う
に
、

ボ
フ
ォ
ー
ク
を
再
び
テ
レ
ビ
放
送
に
引
き
戻
し
た
の
は
、
新
参
の
ピ
ン
ク
だ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
国
民
的
な
音
楽
に
ま
で
な
っ
た
。
今
現
在
、

グ
ラ
ン
ド
と
ピ
ン
ク
か
ら
消
え
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
は
、
再
び
新
た
な
発
展
段

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

R
T
S
か
ら
消
え
た
タ
ー

九

0
年
代
前
半
か
ら
活
動
し
て
き
た
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

一
九
九

0
年
代
後
半
以
降
、
音
楽
業
界
を
牽
引
す
る
グ
ラ
ン
ド
と
テ
レ
ビ
業

界
を
牽
引
す
る
ピ
ン
ク
が
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
の
両
輪
と
な
っ
て
、

こ
の
音
楽
文
化
の
発
展
を
支
え
て
き
た
。
だ
が
、
グ
ラ
ン
ド
と
ピ
ン
ク
の
関
係

グ
ラ
ン
ド
は

C
A
T
V
を
中
心
に
放
送
を
続
け
て
い
る
が
、
ピ
ン
ク
と
の
関

ー
ジ
は
消
え
去
っ
た
。
現
在
、
同
局
の
主
カ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
番
組

に
取
っ
て
代
わ
り
、
ピ
ン
ク
に
高
い
視
聴
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ

の
種
の
番
組
も
ま
た
通
俗
的
で
あ
る
と
し
て
、
知
識
層
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か

ら
の
激
し
い
批
判
を
受
け
て
い
る
。
視
聴
率
が
取
れ
る
も
の
を
扱
う
と
い
う
ピ

驚
く
べ
き
現
象
は
、
グ
ラ
ン
ド
と
ピ
ン
ク
の
決
別
の
翌
年
、
二

0
一
五
年
か

示
2
)

ら

R
T
S
が
再
び
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
扱
い
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
出

演
す
る
歌
手
の
ほ
と
ん
ど
が
「
グ
ラ
ン
ド
っ
子
」
で
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
か
ら
排

除
さ
れ
た
「
タ
ー
バ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
」
の
歌
手
は
出
演
し
な
い
。
二

0
0
0
年

代
末
に
音
楽
文
化
の
「
管
理
者
」
と
し
て
振
舞
い
始
め
た
グ
ラ
ン
ド
の
成
果
が
、

R
T
S
に
よ
っ
て
「
選
ば
れ
る
」
歌
手
、
と
い
う
か
た
ち
で
実
り
つ
つ
あ
る
と

言
え
よ
う
。

ン
ク
の
ス
タ
ン
ス
は
、
今
な
お
一
貫
し
て
い
る
の
だ
。

ォ
ー
ク
の
扱
い
を
激
減
さ
せ
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
一
色
だ
っ
た
か
つ
て
の
イ
メ

係
が
良
好
だ
っ
た
時
代
ほ
ど
の
勢
い
は
な
い
。

一
方
の
ピ
ン
ク
は
、

タ
ー
ボ
フ

が
破
綻
し
た
現
在
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
の
音
楽
産
業
は
様
変
わ
り
し
た
。

お
わ
り
に
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れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

だ
が
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
産
業
が
既
に
充
分
に
成
熟
し
た
国
々
の
状
況
に
目

を
向
け
れ
ば
、
今
や
中
心
／
周
縁
と
い
う
境
界
の
存
在
す
ら
疑
わ
し
い
。
現
在

の
セ
ル
ビ
ア
の
状
況
は
、
こ
の
世
界
的
な
潮
流
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
も
し

か
も
し
れ
な
い
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ピ
ン
ク
と
決
別
し
た
後
の
グ
ラ
ン
ド
の
音
楽
が
「
懐

メ
ロ
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
話
題
に
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
が
「
グ
ラ
ン

ド
っ
子
」
を
通
じ
て
発
信
す
る
音
楽
か
ら
は
、
「
パ
ン
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

の
よ
う
な
先
鋭
的
な
要
素
が
消
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
言
説
で
あ
る
。

本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
最
先
端
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
（
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
）

は
ク
ラ
プ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
。
こ
の
最
新
の
音
楽
を
担
う

I
D
J

(73) 

は
、
地
上
波
放
送
に
は
全
く
興
味
が
な
い
と
い
う
。
地
上
波
放
送
の
社
会
的
影

響
力
が
減
衰
し
て
い
く
現
代
に
お
い
て
、

タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
（
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ク
）
が
、
国
民
的
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
し
て
返
り
咲
く
日
は
、
も
う
来
な
い

デ
ュ
ー
サ
ー
の
例
え
は
そ
れ
ほ
ど
的
外
れ
で
は
な
い
。

は
、
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
当
時
の
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
を
「
パ
ン
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ

(71) 

ッ
ク
だ
っ
た
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
頃
は
ま
だ
周
縁
的
な
文
化
の
音
楽
だ

っ
た
テ
ク
ノ
や
ハ
ウ
ス
な
ど
を
取
り
込
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
通
俗
的
か
つ
非
セ

ル
ビ
ア
的
と
み
な
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
知
識
層
に
対
す
る
抵
抗
の
徴
と
も
な
り

う
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
音
楽
要
素
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ

註(
l
)

「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
」
と
い
う
名
称
は
、
実
験
的
な
作
風
で
知
ら
れ
る
現
地
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ラ
ン
ボ
ー
・
ア
マ
デ
ウ
ス

(
R
a
m
b
o
A
m
a
d
e
u
s
)

が
、
一

九
八

0
年
代
末
頃
、
当
時
の
大
衆
文
化
や
大
衆
社
会
を
パ
ロ
デ
ィ
に
し
た
自
身
の

作
品
を
「
タ
ー
ポ
フ
ォ
ー
ク
」
と
表
現
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
さ
れ
る
。
九

0
年
代
中
頃
か
ら
、
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー
ク
に
批
判
的
な
論
評
や
学
術
論
文
な
ど
で
、

同
名
称
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
広
く
知
ら
れ
る
語
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
の
た
め
に
、
当
該
の
業
界
関
係
者
は
「
タ
ー
ボ
フ
ォ
ー

ク
」
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
に
嫌
悪
感
を
抱
い
て
お
り
、
ま
た
こ
の

種
の
音
楽
を
扱
う
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
も
使
用
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。
代
わ
り
に

「
ナ
ロ
ー
ド
ナ
・
ム
ジ
カ

n
a
r
o
d
n
a
m
u
z
i
k
a
」
(folk
m
u
s
i
c
)
、
「
フ
ォ
ー
ク

folk
」、

「
ナ
ロ
ー
ド
ニ
ャ
ケ

n
a
r
o
d
n
j
a
k
e
」
(folkish
s
o
n
g
s
)

な
ど
が
用
い
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
使
用
す
る
文
脈
に
よ
っ
て
指
示
す
る
音
楽
が
異
な
る
。
例
え
ば
「
ナ
ロ

ー
ド
ナ
・
ム
ジ
カ
」
と
「
フ
ォ
ー
ク
」
は
、
「
伝
統
的
」
な
民
俗
音
楽
に
も
適
用

さ
れ
る
。
ま
た
「
ナ
ロ
ー
ド
ニ
ャ
ケ
」
に
は
、
六

0
年
代
に
生
じ
た
民
俗
音
楽
調

の
大
衆
音
楽
「
新
作
曲
民
謡
」
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
と
は
対
照
的
に
、

「
タ
ー
ポ
フ
ォ
ー
ク
」
は
、
九

0
年
代
に
生
じ
た
民
俗
音
楽
調
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
に
特
化
し
た
名
称
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
様
々
な
問
題
を
卒
ん
で
い
る
名
称

で
は
あ
る
が
、
本
論
で
は
扱
う
対
象
を
明
確
に
す
る
た
め
「
タ
ー
ポ
フ
ォ
ー
ク
」

を
採
用
す
る
。

(
2
)

ス
ロ
ボ
ダ
ン
・
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ

(
S
l
o
b
o
d
a
n
Milosevic. 
一
九
四
一
＼

二
0
0
六
年
）
。
ユ
ー
ゴ
紛
争
の
期
間
に
、
セ
ル
ビ
ア
で
大
統
領
の
座
に
就
い
た
（
在

任
期
間
一
九
八
九
ー
ニ

0
0
0
年
）
。
二

0
0
一
年
に
国
連
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
戦
犯

法
廷
に
移
送
さ
れ
た
が
、
判
決
を
待
た
ず
し
て
急
逝
し
た
。

(
3
)

例
え
ば
、
以
下
の
先
行
文
献
。

M
i
s
a
 D
u
r
k
o
v
i
c
,
 "Ideoloski i
 politicki s
u
k
o
b
i
 o
k
o
 p
o
p
u
l
a
r
n
e
 m
u
z
i
k
e
 

u
 Srbiji," Filozoft,ja i
 drt へ`
tミ
o
X
X
V
 25
 (
2
0
0
4
)
:
 2
7
1
 ,
 
7
9
.
 

R
o
r
y
 A
r
c
h
e
r
,
 "
A
s
s
e
s
s
i
n
g
 T
u
r
b
o
f
o
l
k
 Controversies: P
o
p
u
l
a
r
 M
u
s
i
c
 

b
e
t
w
e
e
n
 t
h
e
 N
a
t
i
o
n
 a
n
d
 t
h
e
 Balkans," S
o
u
t
h
e
a
s
t
e
r
n
 E
u
r
o
p
e
 3
6
 (
2
0
1
2
)
:
 

1
7
8
 ,
 
2
0
7
.
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